
◇ふい郵相が終わり 槙が加古しまレた.しし士、長引lの写捧頼ると・チ蒋庫の岬にはタラ′車封

じも有年やし高さ滝り輝坤も落ちつが和\ク下りし打が′れナウ、 ′デ存→写転生弟小貫

申していきましょう.

◇金牽砺い紅ヾ、摺・されていにので和拐仁義囲固着がIまq是さ↓こ′噴れよう十’とタカはできるセナ

仏画に妬くのlこし享しセ・再伸和二人つてから七日中一まじでも外で詫勅でそろ晃さでし与労力症ので

存命才津っ碕lまつつ状酌日陰、二でよそ。すみんげで・公園(こ行くよ小二しました.毎回、薯い栃

イヤ」 「公園(こ行フても擢,まヾ二となし、」と言うチか、ますが、、牢主たら行,仁私一輪車、拒二一㌧二・

短り、ド札、 Pしン設オンだ瑞そ品ヾ始まります.沸石て体を釦河二とは相下し、し-フ舌のXジバ-

-中和う凪れ屈み既珂・栃の飼-事柄だ車用と科lれ下.

◇解く事掃若貴が霧ヰ外侮畔†らてい印、二九を担う人イ勘即し手が㌧て・狂砕きが之-う碕

lこ分かれての治効や個組諸昨げ雉しく購ってい珂.今年くま、撞重ん、菅原さん、草屋ちゃんが、

獅酔うシティ下れて担柾待・拍車卜埴科や擁弓七lものも、坊、くりで到、位

つ0のヲ毎朝か圧し専千舟笹ことができ孝レ仁.布引こ跡が)きしに.

◇転出の栃の仏画も揮発写しヾ・互人骨での日頼り坤のひ、できる阜†伶弓塙、公園へ行く咋し、と科

小寺千一巨星両者̃1時しこお迎えの霜自宅か争敏和、一十してい手写高い含レし士、ぅくしなめ時間

恥、宏思怖くこ高年尊い押、(昨季一項か岬く高車、車軸減詰り討.)
お迎え正和をふ琉飢七・奇計二重線を人入れ、匝’くじ、宮村が可能停碗合 あり打方で{

よれく曾九品、し寺†.

◇好打格下か海食に二島手引年中Lしいこ享’∴李組す.柘。色毎両立の水も薯

し叶与しまう!
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非、も乍引こと,てはまちにまう乍亙4木み中畑夏休み…うのは1白′〇時周ほどみんな

と一続くこす尋毎日に増)ます。授業iこ連ね掴ことなく′i、以ノで、きないす井だことをや鴫

晴間もに年中l卵)ますがそ持、可ドと隷てしお印、粧いイライうずら二ともあります。

匝朽ちで薄荷しこ動く時間や静串藩っつく串間も上手Iことつていくことが;暗中。

勘合でしょ、㊥の糖車用、⑧のお年当・絵杏のよ華北・辞書4イム、 京のおやつ・

モル・計ん鴨で吠囲いり晴間を大切lニ比きまし巨そして晴々、耕一小†申l 、勉強ナシで優

義ん作席し印、巧乍らし忙中じ舞レい時間中プレ斉しに。

おで巾†の際.引和1お年但し、で紛。巧く九重乍珂ふみ子心か> ・あり掃う芙ふき咋e

倖祐lホ棄て丸涛ヽ、許が:船の拝外や和良・

確執三食撮れ作ってく栂豹詩形しまれしく、

チ塵やちも脅し肌こしひ軒。

租高下的、控や蹄薄み諦宇神、

毎じ細彊高レトトや引垂のい

細い直中してのりきし)苦し豆!

軸、 1暗闇の観念晴間拐ちまし乍.

勉強に伺う禍に何位様々重心で∴駄々じ

課題富雄すすれかげ万両高所㌍高、チ

もしや不 凍中でセ鴨、、チや、岡授かれ計ら尊い

乱は・予は長さ陸中高二上組佐姉も右\†申)・

纏えセルてくれてい乏しに。せつ木月時間酌

で、丸で握、欲も‡つて再-1組めるよかこかうう

鴫声扉持味もあわ詰、します。

ヒ値さん(ろ̃時世)の絵杏の読みき巾也・

緒方のチタ小手も付与,軽で哲しい可

換ね朽・きいでいる人も和こかい千手一ノじ

感じろこじもかI巧.
之



圃園園
討ひるお面印可よっ印印∴軸の単軌よナシで、みん筒中=二品んを作,てくれます。

快心も、幸高、玉わざ五七、千や訪こね叶下種習にもだれ、チ撞乍らもイ士事(作業)が

ちゃんしみるメニュー勤印印。知力よりも年、量七生乍わで大葬です点上替佐が/・布佐の

刀ローも近く久喜のひ、 †高じ手車聞直圧できてい巧。 ′トさすよっ打合わせすが毎年稼げて

帝でいるので\蕪に上♂すが下。九二終えるこげできていで外しい可。
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当番の人柄ィ、ソ研レワイ八㌦で床ふされてくれた後

続 タイムしだリノ弓吋。毛布や蒋知かつ畦

上で・わこうび星章や弄責め人、ロフト上ポ夷も人.

名人各章で手。

幼̃絢序可詰′加俸も休めて本件世祖ニ

′外ろ骨董雷鳴郎・す。

臆‾‾’〇〇〇〇〇-へ

i沖は桂詮でも

チ轟や弓が、よく拝ん

でいる「マ幻う。モ

作りよし下。

了Iベ缶か、甘さひ卯る

ところが、ちぉとち杏でi本

潜的柄牽、工作で、

蜜すすも.

≠

キラ‡うシ高㌧玉も巧く尋高官。手本

千



今年は監視軍立言が厳しく

こ駕の回すIレ醇億の輝今を草で=
かごく癌、されてしまい手し下曾e

ぐ



」追出し旦幽述こつり
‾甲二七千二:雪で三、時〇二二‾ ’‾二二‾二二二一二二二∵-こ三二二三賞二でユニ二三二三ごまミミ批難虫登二三もち七飯垣評・竜‾小高ヰ接

辞l二面毒す)もし互レ柾丁批櫨を四つIlあ古出札

へ鮮小舟ニ男らしや証し-7くまこ小手乍種的匹っ当を咋.

ロバ、中本でしす地下ぴあそりゼリー朴しこごっこをしまレ七・

掃け申、い蒔乍命

討手仮し、なり塵う.I

まう県ビンゴ 
こささ二分回す 巾、めのっ 

彦紺 し細くご 1すく 

尊高il人 
;・・ 研〔i 
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以心’I人 
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和合親子㊥㊥
20舛

彩7̃之9

in斬戸市ブ掲

男色袖の視ずキャブ7缶、木見に昏軌、′00鬼もこえる釦。危叶い辞しお宅とがで、きま匠。

セつ神川Iあそが、辞ざれカレーブ㍉. 1的確のス勺シフ争l一理で引串-み言かしか、キャガかヤー、

日日出男母体す舶にくか、研)客しわ三河“でなす的やら雄支玉読むと・是非が弓兆戟して

却印せきでう机ふ卓也、神はれで申、おち荷,て琵振し何丁と、楽し巾章二と、ルーブ巧ナト中庭騎

でき高くでも机、レ一肌/硝乍人臣じかでよじ葬し中主中骨、-があふれてし、ます。岩功巧も力山乍

両売咋勘合拝し、才的串の成長も乱心中ろう南面がにくさんか下種で言直′がと痔し一打。

互の、餌よl)来年しまもひ呼出成長していく非も乍らが楽しみです。

手相、与〇時的分力尋年利きしに。同昏食^よう轟音巧で虚、Iよっ阜壇、し-手写がスマ和か

字で泣面ルlレlレがや軸、鴨、じ謄じ、る瑞面拐停レ下。

物言韻-さんし詰め、牛耳小計僻ん、軽で‡>端やくまんか玉串、いきすが・みん駐仏励持・・和合

ですうつろのキャ功ヾ、綿で華二と庸紳してい印,群にあり掃うござ宣垂。おっ小棒で串。

併.腐同舟勘・約〇堅扉、帝人も稗せれ糾乏しエ星!

班ごとのカし一すくソ

「か虐トマ机ヾニ」

メロン班

巾き肉きき-賛

廿〇時クト之巾

下旨検。

ヨキス正主事席亭岡

与件,Zほし言
♪ヽ塙で、
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い正一到玉
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臆 ‾一十音

「神も拐,謹め也
かlし、直し- 」

†轟く小筒年中て
しえっやりで\車両し

蒜霊前
よい,ト、・ 1附き

レンジタ圧

八とラ坤
とr二 〇.臆_臆 ‾“

・金的->と車中、ツナ

カ」一」

耕2人材か巧
すががんば荘

官李も率ねこレlま

がんIま㌧仁

「 、ン心夕出向一〇

鴇空しなくて
l担之人もめ,ちせ

がれ(封ていに

れん

途中でもちかへ

付く押かヾ、
勺9が下が

が高ま\てはいや

ミオヴ圧

「ミニ和期し
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両目夜 ミッションイン科シナし(姉70うりつ。

17帝京ロー

は討てみよ 人間うえ万端

岬バン砧一

麿まで届け 雑事こうき

乙日置 ラ尺のぼり

うっのミッションをクリア

し乍ら

さい三のバン五-へ。

扉つを守口幸. ‥

18Iじ加一

か栂が高手かジ木ル

さし のIぐ>刀‾重工‾

3回/、ツワを庇う

し弗「こlまい・て褐

大壷めき、して争○ !

直や息、聖経

?



キャガ和ヤー 筏綜帯‡豊常磐‾-レ」

みん租こ′e

誓い討

ちこめてありがあを仏滅こと毛

国璽堅塁室
‾黙約繍招く収平和で串存する壊
乱、押

さし々めだ

萱圏圏しくい,慮、あそ,諒こ粟脅・討、

(三重)盤
ゎ札lよし、うん龍産ヰ慣姉を筆掛こ

することを暫います・

びり砂I壷討ち窃裡行卸持薬乱打

重出坦
極細や白物や人間が生きて小崎森を柳

回るこ疫普います・

丑酪
粗‡碑解くげ直情商をことも窮

持薬沌糎、正し、坤二とも
暫います、

館の却ア1字でイヤー0南米許、の礼一年世辞埠が潅なましや。

三七神葬もつくるこじ、こも神様。み静、ニセ殖震I‡してしめ理も、本物の神榛が連れてさせ理由

甘黒み小甘で、印〒一缶虫しかし捗(こもめて(を弗,泣-†合,て議論して)釆蒔し序。

辞すわパワーも膚じらおし合しlでし仁。

筆誅管‡窪、講詩語笠置富語群
/0



あそが

岩夫ブイ怠り、ク1く鉄砲、浮輪や訪砧

フ自国レク

班杵精で「国籍のキ子持番おれ」僻む「井ンケン列車」もやりま咋・
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